
年間授業計画　新様式

5 年度 （ 2 学年用）

2 単位

第 2 学年

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標：

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

1 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】

2 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

1 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

3 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

1 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

2 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　令和
教 科 ： 国語 科 目 ： 文学国語

単 位 数 ：

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯に

わたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対 象 学 年 組 ：

教 科 担 当 者 ： （1組~6組：最上仁志・吉永千尋・齋藤晃輝）（7組：吉永千尋・齋藤晃輝）

使 用 教 科 書 ： 標準　文学国語（第一学習者）

教 科 の 目 標 ： 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に

付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深める

ことができるようにする。

  深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすととも

に，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え

合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりする

ことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたっ

て読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い

手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を養う。

単元の具体的な

指導目標
指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【思考力、判断力、表現力等】

「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めるこ
とができる。

・「調律師のるみ子さん」

・OneWeekトライアル

「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係
を踏まえ、作品の解釈を深めようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

「るみ子さん」の身に起こった出来事を読み取り、その心
情の変化を粘り強く読み取ることができる。

「るみ子さん」の身に起こった出来事を読み取り、その心情の変化
を粘り強く読み取ろうとしている。

配

当

時

間

現代の小説㈠

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにで
きる。

個人端末、プリント 情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしようとしている。

読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開、描写の仕方などを的確に捉えることができ
る。

・「食事」 読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えようとしている。

繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリズムを理解でき
る。

繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリズムを理解しようとしてい
る。

 現代の小説㈡ 

現代の詩

【知識及び技能】

〇 〇 〇 6

文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の
技法について、体系的に理解を深め使用できる。

個人端末、プリント 文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法につ
いて、体系的に理解を深め使用しようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにで
きる。

個人端末、プリント 情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしようとしている

【思考力、判断力、表現力等】

「書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ
題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを
明確にできる。

・「ナイン」 「書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ題材に応
じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしようとしてい
る。

場面の移り変わりや登場人物の発言を粘り強く読み取
り、それぞれの人間関係を捉えることができる。

場面の移り変わりや登場人物の発言を粘り強く読み取り、それぞれ
の人間関係を捉えようとしている。

戦争と文学

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の
技法について、体系的に理解を深め使用できる。

個人端末、プリント 文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法につ
いて、体系的に理解を深め使用しようとしている

【思考力、判断力、表現力等】

「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深
めることができる。

・「わたしが一番きれいだったとき」 「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の作品などを
基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。

象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効果や作品
世界、そこに込められた心情などを理解できる。

象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効果や作品世界、そこ
に込められた心情などを理解しようとしている。



単元の具体的な

指導目標
指導項目・内容 評価規準 知 思 態

配

当

時

間

2 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

2 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

3 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

2 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

3 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

2 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

3 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人が虎になる
という怪異の意味をふまえて作品の主題を考えることが
できる。

・「山月記」 表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人が虎になるという怪異
の意味をふまえて作品の主題を考えようとしている。

登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、内容や展
開を捉えることができる。

登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、内容や展開を捉えよ
うとしている。

現代の小説㈣

近代の小説㈡

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

本文中に登場する情景や心情の機微を表す語句・語
彙、表現の技法を理解できる。

個人端末、プリント 本文中に登場する情景や心情の機微を表す語句・語彙、表現の
技法を理解しようとしている

【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにで
きる。

個人端末、プリント 情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしようとしている

【思考力、判断力、表現力等】

書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ
題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを
明確にできる。

・「卒業」 書くこと」において、文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じ
て情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしようとしてい
る。

寿々の仕事に向き合う態度や友人への思いの変化を粘
り強く読み取り、「卒業」という題名の意味について、自分
の考えをまとめることができる。

寿々の仕事に向き合う態度や友人への思いの変化を粘り強く読み
取り、「卒業」という題名の意味について、自分の考えをまとめようと
している。

創作をする

【知識及び技能】

〇 〇 〇 4

文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化
の特質について理解できる。

個人端末、プリント 文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めようとしている

【思考力、判断力、表現力等】

「書くこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方な
どについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わる
ように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の
特長や課題を捉え直すことができる。

・「古典を基にして物語を作る」 「書くこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方などについ
て、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれてい
るかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言など
を踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりしようとして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

他の生徒からの批評を前向きに捉え、自分が創作した
物語の特長や課題を明らかにできる。

【思考力、判断力、表現力等】

「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕
方、表現の特色について評価することを通して、内容を
解釈できる。

・「こころ」 「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の
特色について評価することを通して、内容を解釈しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登場人物の心情と
その変化について理解を深めることができる。

場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登場人物の心情とその変化に
ついて理解を深めようとしている。

他の生徒からの批評を前向きに捉え、自分が創作した物語の特長
や課題を明らかにしようとしている。

近代の小説㈡

【知識及び技能】

〇 〇 〇 10

文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などに
ついて理解できる。

個人端末、プリント 文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めようとしている


